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　六月の理事会において、高井前理事長の後を受けて理
事長に選任されました。三月に常務理事を退任致しまし
たが、後任には後三年、角間川に二十二年間勤務された
久米正さんが就任されました。よろしくお願いします。
  昭和五十年、後三年更生園が開設された時に支援員
（当時は指導員）として採用され、福祉に携わってから
四十八年が経ちました。角間川更生園には平成九年に
二十二年勤務した後三年からの異動でした。支援員、事
務員を務めその後三年間介護保険事務所に異動があり、
平成二十年施設長として帰任致しました。かわ舟の里角
間川に施設名を変えた平成二十五年には水交会の一員と
なり今に続いております。
　老朽化したかわ舟の里角間川は、大仙市、仙北市、美

今年で第11回となるかわ舟祭には、ご
家族にも参加して頂く事ができ、とても
賑やかなかわ舟祭となりました。

郷町に建設費のご負担をいただきまた、各方面のご尽力
をいただきながら、平成三十一年三月に新しい施設に生
まれ変わることができました。利用者の皆さんは新しい
環境で生活ができるようになり、これでまた皆さんが楽
しい生活ができると思った矢先に新型コロナの流行があ
り、ほぼ四年間地域の皆様との交流ができない状況とな
りました。
　水交会は「地域の中で地域と共に」という思いで、こ
れまで施設運営をしてきましたが、夏まつりもかわ舟祭
もできない状況は悲しいものがありました。保護者の皆
様にもそれまでいつでも会えたのにコロナのために面会
ができない日々が続き利用者の皆さんも寂しい思いをし
てきたことと思います。
　これから、少しずつ地域の皆様との交流が増え、保護
者の皆様にはいつでも会えるようになっていければいい
と思っています。職員が楽しく仕事ができる職場作りか
ら利用者さんが楽しく安全安心に暮らせることを続けて
参る所存です。

地域の中で地域と共に
　　　　　　　　社会福祉法人水交会　

理事長　樫　尾　正　義
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夏 ま つ り夏 ま つ り

今年は角間川保育園の園児さんたちにさつまいも
掘りを行ってもらいました。

夏まつりもご家族に参加して頂く事ができ、笑顔溢
れるとても楽しい夏まつりを行う事が出来ました。

10月には地域美化奉仕とし
て、利用者さんとゴミ拾いを
おこなっております。

6月28日に角間川地区町民ウォーキング大会参加させて頂きました。
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こ う せ い だ よ り 

当法人のホームページでも公開しております。 

令和４年度　水 交 会　収支決算報告
【 法人単位貸借対照表 】

令和５年３月31日現在

【 法人全体資金収支計算書 】
(自)令和４年４月１日　　(至)令和５年３月31日

【 法人単位事業活動計算書 】
(自)令和４年４月１日　　(至)令和５年３月31日

当法人のホームページでも公開しております。 

（単位：円）

（単位：円）（単位：円）
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１月　　初　釜
２月　　節　分
　　　　歳祝い
　　　　かわリンピック
３月　　慰労会

今後の事業日程（予定） 苦情や要望をお聞かせください。
⃝4月から12月までの苦情や要望の件数

⃝支援内容にたいして　： １件
⃝そ　の　他　　　　　： １件

編集後記
コロナやインフルに気をつけながらも、利用者の皆さんに行
事等を楽しんで頂ければと思います。　　　 (広報：三浦)

より良い施設作りのため、お気づきの点がございましたら、
どんなことでもお寄せ下さい。

採 用 者 紹 介
看護師　
富　樫　康　子
今年の８月から勤務してい
ます。年齢と共に記憶力の
低下、老眼等の症状が有り
ますが、頑張って働きます
ので、よろしくお願いしま
す。

新規入所者紹介
継　田　ゆかり さん
横手市出身。相撲が好きで好きな力士
は、豊昇龍。少し恥ずかしがり屋な所
もありますが、今ではみんなと仲良く
過ごしています。これからよろしくお
願いします。
※写真が苦手との事で継田さんの写真
は掲載しておりません。

退所利用者紹介
髙　橋　義　孝 さん
昭和56年から今年の
10月まで、42年間を
角間川で過ごして来ま
した。利用者、職員共
に寂しさを感じます
が、新しい場所でも元
気に過ごしてください。




